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展示会リポート                       

 

 
Bangkok International ICT Expo 2004 

日時： 2004年 8月 4日－8月 8日 
会 場：タイ・バンコク IMPACT CONVENTION CENTER 

主 催：Reed Tradex Company Limited 
http://www.reedtradex.co.th/bangkokictexpo/ 

 

  バンコクは昨年１月インドに取材に行った際に経由地とし

て数時間寄ったが今回初めて訪問した。タイでは情報化社

会 、知識社会を目指し て Ｉ Ｃ Ｔ 化 （ Information and 

Communication Technology）を進めるべく今年初めて、ICT 

Expo をタイ政府バックアップのもと Reed Tradex Company

社が開催した。同社は国内外で展示会ビジネスを手がける

会社。来年も同時期頃に開催予定とのこと。 

 

ＩＣＴ Ｅｘｐｏ―展示とカンファレンス、タイのテレビ会議、電

話会議状況は？ 

  ICT Expo は、内容的には展示会と並行して ITC関連の、

エンドユーザー向けのカンファレンスが開催。展示会には

特に製品としては目新しいものはなかったが、タイでのテレ

ビ会議、電話会議の導入状況、ISDN 対ＩＰの割合、市場規

模などについて出展社に取材した。 

まず、カンファレンスでは、テレビ会議関係では、ラドビジ

ョンがテレビ会議関係のセッションを行っていた。内容的に

は技術やソリューションを紹介する内容だった。３０名ほどの

聴講者がいたが、講演者がテレビ会議の社内での利用に

ついて質問したところ、１名のみの挙手でタイではテレビ会

議はこれからという感じ。また、シスコはＩＰコミュニケーション

などについての講演を行い、ＩＰコミュニケーションをいかに

効果的に活用できるかという観点から、シスコ社員が社内で

どのようにＩＰ電話やテレビ会議を使っているかという説明も

あった。たとえば、ＩＰフォンの電話番号のポータビリティ性

や頻繁なテレビ会議利用など。 

それ以外のセッションでは、ＶｏＩＰ、ブロードバンド関連な

ども行われ最新の技術などについて講演が行われ、ちなみ

に、ＶｏＩＰ関連では、ＮＥＣ日本からの講演者で日本のブロ

ードバンド状況を含めたＶｏＩＰの課題などについて発表し

日本の状況に熱心に質問をする聴講者もいた。 

 

タイのブロードバンド、価格が普及へのネック 

また、タイのブロードバンド状況については、TOT（日本

のＮＴＴに相当する）が主にサービスを提供しているが、４万

加入程度。今後ブロードバンドの普及が課題。ある講演者

は、現在ではブロードバンドの利用料金が高いため、たとえ

ば 1000 バーツ（約 2650 円）程度まで下がってくると普及に

弾みがつくのではないかとの意見があった。 

 

展示会―タイのテレビ会議、電話会議販売会社出展 

展示会では、メーカー出展はソニーと中国のＨｕａｗｅｉ以

外はなかったが、その他ではタイの販売会社の出展がほと

んど。ポリコム、タンバーグ、ＶＣＯＮ、アエスラ、ラドビジョン、

クリアワンなどのテレビ会議システムや電話会議システムに

ついては、タイの販売会社を通して展示されていた。ウェブ

会議系は、Mahidol 大学の展示のみのようだった。欧米系ウ

ェブ会議の大手は出展していなかった。 

シスコのブースでは今年発売になったVT Advantage とタ
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ンバーグ社の TANBERG1000 テレビ会議システムとの連動

などのデモが行われていた。また、シーメンス・富士通共同

ブースでは、インターネットやメール、ＩＰテレビ電話などが

できるセットトップボックス、家庭向けソリューションを展示し

ていたが、シーメンスタイ シニアテクニカルエンジニア 

Teerayut Leewiboolsilp 氏によると、この製品は基本的にヨ

ーロッパ向けに開発されたものであるため日本市場への投

入はないようだ。 

 チャイナテレコムでは、PC 向けの無料の H.323 テレビ会

議ソフトウエアと、Huawei との IP テレビ会議ソリューションの

展示を行っていた。H.323ソフトウエアは、無料でチャイナテ

レコムの指定するホームページからダウンロードできるが、

IP テレビ電話サービスを利用することが前提となる。 

 またチャイナテレコムは、Huawei との関係を強化しており、

Huaweiのテレビ会議システムViewPointシリーズを統合させ

た IP テレビ会議ソリューションを提供している。 

 同社のマーケット担当課長代理の李氏によると、中国での

テレビ会議における IP 化はほぼ 100％と見ていいと言って

いた。 

 

タイのテレビ会議市場は、200～300 台程度、電話会議は

数千台程度 

 タイのテレビ会議市場、電話会議市場は、各ブースに回

って各社に聞いたが、どのブースからも異口同音に市場デ

ータが正式にまとめられていないためよくわからないという

返事が返ってきた。 

 しかし、各社から聞いた大体の値から平均すると、年間で

タイでは、テレビ会議端末は、約200台から 300台程度、電

話会議端末は、2000 台程度販売されていると推計される。 

 ある販社の社長の話だと、金額的には、テレビ会議端末、

電話会議端末、ＭＣＵなど総計でタイ市場は、400 万 USD

（約 4 億 3900 万円）程度と予想する。 

 タイでの主なユーザーだが、政府機関を中心に、大学な

どの文教関係、企業では、銀行、メーカーや石油関係など

の大手国際企業、外資系など。タイの国内一般企業への導

入はこれからという感じのようだ。 

 タイでは、ある出展社の担当者から聞いた話だと、昨年タ

クシン首相がテレビ会議を推奨し、タイ政府内に導入された

という。タイ国内各県に設置したりして会議などに利用され

ている。やはり１回だけの会議のために往復宿泊を含め数

日をかけて各県からバンコクに出張するのは、やはり時間

的にもコスト的にも無駄という考え方が浸透している。 

 

ＩＳＤＮはテレビ会議利用の７割、今後ＩＰ化は進む 

 タイではブロードバンド環境がこれからというのもあり、

ISDNでのテレビ会議利用が主流のようだ。ISDNでのテレビ

会議利用は、各社へのインタビューを通して聞いたが、どこ

も７割程度と言っていた。IP は３割と説明するところもあった

が、１割程度ではないかというところもあった。その１割程度

というところ（販売会社）は、ISDN７割、IP が１割、V.35 が 2

割と言っていた。ただどこの出展企業も IP 化への流れは必

須と見ている。 

  

Mahidol 大学―大学内ウェブ会議システム開発 

タイの総合大学であるMahidol大学では、教授と学生とで、

Ｆｌａｓｈベースのウェブ会議システムを開発した。同校のブー

スでは、ウェブ会議システム（写真下）など同大学で開発し

たシステムなどが展示されていたが、販売目的もとに開発した

のではなく、あくま

で大学内で使うこ

とを前提に開発し

たという。大学内

には、４キャンパ

スありキャンパス

間でのオンライン

ミーティングや、講義などに活用するという。また、Ｆｌａｓｈベ

ースで開発したので、半年間で開発できたそうだ。ただ、現

在は、まだ映像のクオリティを改善したい考え。今後こういっ

たオンラインミーティングがタイでも活発に使われるのでは

ないかと見る。 
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取材後感想 

 タイのテレビ会議、電話会議はこれからという印象を持っ

た。現在のタイのビックユーザーは、政府や国際企業、外資

系などが主でタイの一般企業はこれからという感じであった

が、電話会議よりもテレビ会議は顔が見えてデータ共有もで

きるのでいいとか、タイでは電話会議よりもテレビ会議がより

人気があるという声などは印象的だった。今後テレビ会議の

ＩＰ化は、タイのブロードバンドの普及とともに拡大していくの

ではないかと思う。 

今回 ICT は、大変盛況で受付のところから会場内は足の

踏み場もないくらいの人の入り。特に中高生の来場者を結

構見かけた。また、展示の内容がＣＮＡリポート・ジャパンで

リポートした大手の通信事業者やメーカー、システムインテ

グレーターなどだけでなく、別のフロア会場では、パソコン

やゲーム、通信機器、モデムなどの展示即売会なども行わ

れていた。 

あと、今回の展示会では、各国のパビリオンが設置され

日本パビリオンでは、ＮＴＴドコモやＮＴＴコミュニケーション

などが出展し、ドコモブースでは日本で販売されている携帯

電話などを展示していた。 

今までアジアについては、中国、台湾、インド、韓国、シ

ンガポールと見てきたが、今後もアジア地域を中心に、テレ

ビ会議、電話会議事情もＣＮＡリポート・ジャパンでリポート

していければと考えている。アジアは、電話会議が強い欧

米とは違い、電話会議よりもテレビ会議に関心の高い市場

ではないかと感じる。 

 

会場内写真 

 

Ｈ ｕ ａ ｗ ｅ ｉ 中 国 

Viewpoint 8060 、
8020展示 
 
 
 
 
 

 
メディアストリーム社 

ＴＡＮＤＢＥＲＧ製品 

TANDBERG7000、 
TANDBERG880 、

MCUなど 
 
 

 
 
シスコ  
VT  Advantage 、
TANDBERG1000 と
の連動 
 
 
 
 

 

 
チャイナテレコム Ｈ．３２３ソフトウエアＩＰテレビ電話 
中国では IPでのテレビ会議はほぼ１００％とのこと 

タイ CSC社 
アエスラ、ラドビジョン、クリアワン（電話会議）、eConfなど販売 
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プラネットコム社、ポリコム製品

の販売、VSX7000、VSX3000、VTX1000,MGC等 

ソニータイ  
PCS-1P、PCS-11P など展示。その他ソニーブースでは、ロボット
のＱｒｉｏが展示されにＱｒｉｏに対する関心が高く人通りが絶えなか

った 
 

 
THS社  
VCON製品 HD3000展示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーメンス・富士通 
ホームユーザー向けセットトップボックス  

 

（ＩＣＴリポート終わり） 

 
 
 
 
 
 
 

 
CＮＡリポート・ジャパン 
編集長 橋本 啓介  k@cnar.jp 
 
（CNA Report 展示会リポート 2004年 8月） 
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